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今号の表紙
第23回春日市弥生の里児童画大賞展
弥生の里大賞　「高いぞ高いぞ！！イルカジャンプ。」
古賀桜介（春日市立春日南小学校3年）



第
23
回
春
日
市
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

受
賞
作
品
決
定
！

　
県
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
、昨
年
８
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で「
感
じ
る
ま
ま
、思
う
ま
ま
、自
由
に
描
こ
う
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で

作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。今
回
は
、４
３
７
１
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査

の
結
果
、入
賞
47
点
、入
選
２
４
７
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
弥
生
の
里
大
賞
」に
選
ば
れ
た
の
は
、古こ

が賀
桜お
う
す
け介
さ
ん（
春
日
南
小

３
年
）の
作
品「
高
い
ぞ
高
い
ぞ
!!
イ
ル
カ
ジ
ャ
ン
プ
。」で
す
。　
　

弥
生
の
里
大
賞

春
日
市
長
賞

春
日
市
教
育
長
賞

高いぞ高いぞ！！イルカジャンプ。
古
こ が

賀桜
おうすけ

介（春日市立春日南小学校３年）

漁船の上で釣りをしたョ！
村
むらかみ

上雄
ゆうすけ

祐（北九州市立富野小学校５年）

木かげでかもが休んでた。
森
もり

　大
たいよう

葉（春日市立春日北小学校４年）

そ
の
他
入
賞
者

　
金
賞
６
点

▼
金か
な
が
わ川　
純じ
ゅ
ん（
篠
栗
町
立
北
勢
門
小
学
校
１
年
）

▼
石い
し
ば
し橋
勇ゆ
う
せ
い征（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
２
年
）

▼
阿あ

び

る
比
留
匠た
く
や弥（
春
日
市
立
春
日
小
学
校
３
年
）

▼
柿か
き
も
と元
遥は
る
き輝（
春
日
市
立
白
水
小
学
校
４
年
）

▼
田た
な
か中
佐さ

お

り
緒
梨（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
５
年
）

▼
永な
が
の野　
涼す
ず（
春
日
市
立
春
日
原
小
学
校
６
年
）

　

銀
賞
12
点

▼
宮み
や
ざ
き﨑
大そ

ら宙（
春
日
市
立
白
水
小
学
校
１
年
）

▼
中な
か
く
ぼ
久
保
伶れ
お
ん音（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学

校
１
年
）

▼
長は

せ

べ
谷
部
悠ゆ
う
と斗（
筑
紫
野
市
立
筑
紫
東
小
学
校
２
年
）

▼
数す
ず
み住
隆り
ゅ
う
の
す
け

之
介（
私
立
明
治
学
園
小
学
校
２
年
）

▼
石い
し
か
わ川
心こ
こ
あ愛（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
３
年
）

▼
山や
ま
も
と本
晃こ
う
き輝（
私
立
東
明
館
小
学
校
３
年
）

▼
本ほ
ん
だ田
聖せ
い
ら
ん蘭（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
４
年
）

▼
森も
り
な
が永
佳か
つ
き月（
須
恵
町
立
須
恵
第
二
小
学
校
４
年
）

▼
池い
け
う
ち内
彩あ
や
と翔（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
５
年
）

▼
宮み
や
は
ら原
な
な
佳か（
春
日
市
立
春
日
小
学
校
５
年
）

▼
髙た
か
ち地
美み
づ
き月（
筑
紫
野
市
立
原
田
小
学
校
６
年
）

▼
大お
お
た
か高
妃ひ
か
り里（
北
九
州
市
立
星
ヶ
丘
小
学
校
６
年
）

　

銅
賞
18
点

▼
藤ふ
じ
い井
真ま

お桜（
春
日
市
立
日
の
出
小
学
校
１
年
）

▼
村む
ら
た田
野の

の

か
乃
佳（
福
岡
市
立
高
取
小
学
校
１
年
）

▼
高こ
う　
慎し
ん
や也（
福
岡
市
立
千
早
小
学
校
１
年
）

▼
佐さ

さ

き
々
木
望の

あ晶（
北
九
州
市
立
星
ヶ
丘
小
学
校
２
年
）

▼
松ま
つ
し
ま島　
杏あ
ん（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
２
年
）

▼
福ふ
く
だ田
優ゆ
う
や哉（
水
巻
町
立
朳
小
学
校
２
年
）

▼
岩い
わ
む
ら村
直な
お
み海（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
３
年
）

▼
中な
か
は
ら原
こ
ま
葵き（
春
日
市
立
日
の
出
小
学
校
３
年
）

▼
森も
り
た田
珠じ
ゅ
り
あ
利
亜（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学

校
３
年
）

▼
佐さ
た
け竹
さ
く
ら（
春
日
市
立
大
谷
小
学
校
４
年
）

▼
八や
ひ
ろ尋　
力り
き（
北
九
州
市
立
本
城
小
学
校
４
年
）

▼
梅う
め
ざ
き﨑　
武た
け
る（
福
岡
市
立
若
久
小
学
校
４
年
）

▼
小こ
ぞ
の園
優ゆ
う
み実（
春
日
市
立
春
日
南
小
学
校
５
年
）

▼
川か
わ
ぞ
え副
玄げ
ん
き騎（
那
珂
川
町
立
安
徳
北
小
学
校
５
年
）

▼
清せ

お尾
海か
い
と音（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学
校

５
年
）

▼
中な
か
は
ら原
彩い
ろ
は葉（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
６
年
）

▼
森も
り　
寛か
ん
た太（
春
日
市
立
須
玖
小
学
校
６
年
）

▼
渋し
ぶ
た田　
結ゆ
い（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　イルカの色を調整しながら、何回も重ねてぬりました。
はいけいのかんきゃくがいるところを色んな色をぼかし
てみました。とべっとべっ　イルカジャンプ！！
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か
す
が
く
ん
賞

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
賞

ケ
ー
ブ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
福
岡
賞

あ
す
か
ち
ゃ
ん
賞

アメリカザリガニ
松
まつぐま

隈旬
しゅんすけ

祐（福岡市立千早小学校３年）

お菓子のお城
松
まつもと

本美
み と

都（春日市立須玖小学校１年）

 私のセキセイインコ
笹
さ さ だ

田柚
ゆ ず な

菜（春日市立春日西小学校６年）

花粉を見る友達
井
いのうえ

上　輝
ひかる

（春日市立大谷小学校５年）

そ
の
他
入
賞
者

　
金
賞
６
点

▼
金か
な
が
わ川　
純じ
ゅ
ん（
篠
栗
町
立
北
勢
門
小
学
校
１
年
）

▼
石い
し
ば
し橋
勇ゆ
う
せ
い征（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
２
年
）

▼
阿あ

び

る
比
留
匠た
く
や弥（
春
日
市
立
春
日
小
学
校
３
年
）

▼
柿か
き
も
と元
遥は
る
き輝（
春
日
市
立
白
水
小
学
校
４
年
）

▼
田た
な
か中
佐さ

お

り
緒
梨（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
５
年
）

▼
永な
が
の野　
涼す
ず（
春
日
市
立
春
日
原
小
学
校
６
年
）

　

銀
賞
12
点

▼
宮み
や
ざ
き﨑
大そ

ら宙（
春
日
市
立
白
水
小
学
校
１
年
）

▼
中な
か
く
ぼ
久
保
伶れ
お
ん音（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学

校
１
年
）

▼
長は

せ

べ
谷
部
悠ゆ
う
と斗（
筑
紫
野
市
立
筑
紫
東
小
学
校
２
年
）

▼
数す
ず
み住
隆り
ゅ
う
の
す
け

之
介（
私
立
明
治
学
園
小
学
校
２
年
）

▼
石い
し
か
わ川
心こ
こ
あ愛（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
３
年
）

▼
山や
ま
も
と本
晃こ
う
き輝（
私
立
東
明
館
小
学
校
３
年
）

▼
本ほ
ん
だ田
聖せ
い
ら
ん蘭（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
４
年
）

▼
森も
り
な
が永
佳か
つ
き月（
須
恵
町
立
須
恵
第
二
小
学
校
４
年
）

▼
池い
け
う
ち内
彩あ
や
と翔（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
５
年
）

▼
宮み
や
は
ら原
な
な
佳か（
春
日
市
立
春
日
小
学
校
５
年
）

▼
髙た
か
ち地
美み
づ
き月（
筑
紫
野
市
立
原
田
小
学
校
６
年
）

▼
大お
お
た
か高
妃ひ
か
り里（
北
九
州
市
立
星
ヶ
丘
小
学
校
６
年
）

　

銅
賞
18
点

▼
藤ふ
じ
い井
真ま

お桜（
春
日
市
立
日
の
出
小
学
校
１
年
）

▼
村む
ら
た田
野の

の

か
乃
佳（
福
岡
市
立
高
取
小
学
校
１
年
）

▼
高こ
う　
慎し
ん
や也（
福
岡
市
立
千
早
小
学
校
１
年
）

▼
佐さ

さ

き
々
木
望の

あ晶（
北
九
州
市
立
星
ヶ
丘
小
学
校
２
年
）

▼
松ま
つ
し
ま島　
杏あ
ん（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
２
年
）

▼
福ふ
く
だ田
優ゆ
う
や哉（
水
巻
町
立
朳
小
学
校
２
年
）

▼
岩い
わ
む
ら村
直な
お
み海（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
３
年
）

▼
中な
か
は
ら原
こ
ま
葵き（
春
日
市
立
日
の
出
小
学
校
３
年
）

▼
森も
り
た田
珠じ
ゅ
り
あ
利
亜（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学

校
３
年
）

▼
佐さ
た
け竹
さ
く
ら（
春
日
市
立
大
谷
小
学
校
４
年
）

▼
八や
ひ
ろ尋　
力り
き（
北
九
州
市
立
本
城
小
学
校
４
年
）

▼
梅う
め
ざ
き﨑　
武た
け
る（
福
岡
市
立
若
久
小
学
校
４
年
）

▼
小こ
ぞ
の園
優ゆ
う
み実（
春
日
市
立
春
日
南
小
学
校
５
年
）

▼
川か
わ
ぞ
え副
玄げ
ん
き騎（
那
珂
川
町
立
安
徳
北
小
学
校
５
年
）

▼
清せ

お尾
海か
い
と音（
私
立
福
岡
海
星
女
子
学
院
附
属
小
学
校

５
年
）

▼
中な
か
は
ら原
彩い
ろ
は葉（
春
日
市
立
春
日
野
小
学
校
６
年
）

▼
森も
り　
寛か
ん
た太（
春
日
市
立
須
玖
小
学
校
６
年
）

▼
渋し
ぶ
た田　
結ゆ
い（
古
賀
市
立
花
見
小
学
校
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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まちかどギャラリー
　事業の一環として、市内各地に上位作品
を陶板・表示板化し設置しています。ふれ
あい文化センター横の大谷ふれあい公園
に 紹 介 パ ネ ル を
設置していますの
で、ぜひ見てくだ
さい。

問い合わせ先　社会教育課 社会教育担当　☎（575）4121　F（593）7380

光み
つ
ゆ
き行
洋よ
う
こ子
賞（
審
査
委
員
賞
）

吉よ
し
む
ら村
形け
い
賞（
審
査
委
員
賞
）

吉よ
し
む
ら村
郁い
く
お夫
賞（
特
別
賞
）

林は
や
し　
紀き
い
ち
ろ
う

一
郎
賞（
審
査
委
員
賞
）

シクラメン
重
しげまつ

松侑
ゆ う き

希（小郡市立大原小学校４年）

地面の世界の攻防
檀
だん

　航
こ う た

太（古賀市立花見小学校６年）

手のひらのホタル
立
たちかわ

川ほのか（春日市立春日原小学校６年）

さるいわ(長崎県壱岐市)
松
まつなが

永依
い ら

良（春日市立春日北小学校１年）

受賞作品展示会
　　入賞作品47点と入選作品247点を展示します。
　　入場は無料です。子どもたちの感性豊かな素晴ら
　しい作品をぜひ見に来てください。
　日時　１月24日㈯〜２月8日㈰（月曜日は休館）

　午前10時〜午後5時（金曜日は午後8時まで）
　場所　ふれあい文化センター新館１階ギャラリー

　（大谷６ｰ 24）
　

4市 報 か す が
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40
歳
以
上
の
春
日
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

対
し
て
、生
活
習
慣
病
予
防
に
重
点
を
お
い

た「
特
定
健
康
診
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
広
く
皆
さ
ん
に

伝
え
る
た
め
に
、市
立
中
学
校
の
２
年
生
か
ら
募
集
し

た
、特
定
健
康
診
査
の
愛
称
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま

し
た
。入
賞
作
品
と
作
品
に
込
め
た
生
徒
の
思
い
を
紹

介
し
ま
す
。

春
日
西
中
学
校

▽
み
ん
な
で
受
け
て
、元
気
に
健
診

み
ん
な
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、自
分
が
本
当

に
健
康
か
を
知
り
、生
活
習
慣
を
改
善
し
て
ほ
し

い
か
ら（
荻お

ぎ
ど
う堂
佳か

な奈
）。

▽
ず
っ
と
い
き
い
き
健
診

み
ん
な
が
健
康
で
い
る
た
め
に
、多
く
の
人
に
健

診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
た（
河か
わ
の野
有あ
り
さ紗
）。

▽
今
こ
そ
健
診

今
受
け
て
お
い
た
方
が
い
い
と
い
う
意
味
を
込
め

て
!!（
坂さ
か
も
と本
奈な

お央
）

▽
ず
ー
っ
と
元
気
!!
健
診

「
特
定
健
康
診
査
」を
受
け
た
ら
、健
康
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る（
薩さ
つ
ま摩
茄か

な那
）。

▽
早
期
発
健
診

特
定
健
康
診
査
に
行
っ
て
早
期
発
見
が
で
き
る
よ

う
に（
椎し
い
ば葉　
築き
ず
き）。

▽
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
健
診

笑
顔
で
、元
気
に
過
ご
し
た
い
か
ら
。幸
せ
に
な
れ

そ
う
だ
か
ら（
鈴す
ず
き木
花か
の
ん音
）。

▽
安
心
長
い
き
健
診

安
心
し
て
長
生
き
で
き
る（
立た
て
み
ち道　
凌り
ょ
う）。

▽
４
０（
よ
っ
と
）診
て
心
配
７
４（
な
し
）健
診

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
健
診
だ
か
ら
、40
と
74
を

か
け
て
み
た
。安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、心

配
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る（
中な
か
む
ら村
朱あ
か
り里
）。

春
日
南
中
学
校

▽
Ｋこ

く

Ｏ
Ｋ
Ｕ
”ホ
ッ
”健
診

安
心
で
き
る
よ
う
な
名
前
に
し
ま
し
た（
中な
か
ぞ
の園

雄ゆ
う
と人
）。

春
日
北
中
学
校

▽
大
切
な
自
分
健
診

「
自
分
の
体
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
ぼ
く

ら
の
願
い
を
、こ
の「
特
定
健
康
診
査
」で
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら

（
澤
さ
わ
が
し
ら頭
直な
お
き希
）。

　
生
徒
た
ち
の
思
い
は
伝
わ
り
ま
し
た
か
。

　
今
年
度
の
受
診
期
間
は
、２
月
28
日
㈯
ま
で
で
す
。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
は
、自
分
や
家
族
の
た
め
に

大
切
な
こ
と
で
す
。１
年
に
１
回
は
必
ず
受
診
し
て
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。病
気
治
療
の
た
め

に
通
院
中
の
人
も
、健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

市国民健康保険特定健診の「愛称募集」　入賞作品決定
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

△昨年12月12日、市役所で行われた市長と
の懇談会に出席した生徒たち。生徒たち
は、入賞作品と作品に込めた思いを市長に
伝えました。また、担当者から春日市国保
の受診率は約20％で県下最下位レベル
と聞き、自分たちの作品を見て、健診を受
けようと思ってくれる人が少しでも増えてく
れたらうれしいと話しました。

特定保健指導を知っていますか
　特定健康診査を受診した人で、内臓脂肪症候群（メ
タボリック症候群）やその予備群と判定された人を
対象に「特定保健指導」を行っています。
　特定保健指導では、専門の知識を持つ管理栄養士
や保健師などが、生活習慣病の予防・改善のために、

日常生活でできる具体的な改善方法を一緒に考えま
す。
※特定保健指導の対象者には、市健康課から特定保

健指導利用券を送っています。

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
は
65
歳
以
上
の
人
の
早
期
接

種
完
了
を
目
指
し
、高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
費
用

の
助
成
対
象
を
独
自
に
65
歳
以
上
の

人
に
広
げ
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
の
対
象
者
は
、市
区
町
村
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。ま
た
、テ
レ
ビ

や
新
聞
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
対

象
と
、春
日
市
で
の
対
象
は
異
な
り

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
初
め
て
こ
の
予
防
接
種
を
す

る
人
で
、市
に
居
住
し
、住
民

登
録
が
あ
り
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

１
昭
和
25
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

２
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能
に

重
い
障
が
い
が
あ
り
、身
体
障

害
者
手
帳
１
級
の
人（
窓
口
に

障
害
者
手
帳
を
持
参
）

▽
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
で
免

疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、

医
師
か
ら
接
種
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
診
断
さ
れ
た
人

（
そ
の
旨
を
記
し
た
診
断
書
を

窓
口
に
持
参
）

料
金　

３
０
０
０
円（
生
活
保
護
受

給
世
帯
、市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
無
料
）

※
同
居
者
に
市
民
税
の
申
告
が
済
ん

で
い
な
い
人
が
い
る
場
合
は
、申

告
が
必
要
で
す
。ま
た
、平
成
26
年

１
月
１
日
以
降
、春
日
市
に
転
入

し
た
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、申
請
時
に
市
民
税
非
課
税
証

明
が
必
要
で
す
。

接
種
方
法　
市
が
発
行
し
た
決
定
書

を
持
参
の
上
、医
療
機
関
に

予
約
を
し
て
接
種
す
る

※
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、直
接
医

療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
も

あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

健
康
課（
昇
町
１
ー
１
２ 

０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
）、

高
齢
課（
市
役
所
１
階
）

※
接
種
前
に
、必
ず
健
康
課
か
高
齢

課
に
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、対

象
２
に
該
当
す
る
人
は
、身
体
障

害
者
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
同
居
し
て
い
な
い
代
理
人
が
申
請

す
る
と
き
は
委
任
状（
要
押
印
）が

必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
便
申
請
も
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対象を広げて肺炎球菌感染症予防接種費用を助成しています
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051

市
は
、先
天
性
風
し
ん
症
候
群

予
防
の
た
め
、風
し
ん
の
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
事
業
は
３
月
31
日
㈫
で
終
了

で
す
。補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、接

種
と
申
請
の
い
ず
れ
も
、３
月
31
日

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
、風
し
ん
の
予
防
接
種

（
混
合
ワ
ク
チ
ン
可
）を
し
た

人

１
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
49
歳
以
下

の
女
性
の
う
ち
、５
年
以
内
の
風

し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
、基
準

値（
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
以
下
ま
た
は

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８・０
未
満
）に
当
て

は
ま
る
人

２
抗
体
価
が
前
記
の
基
準
値
に
当
て

は
ま
る
妊
婦
の
配
偶
者（
パ
ー
ト

ナ
ー
を
含
む
）で
、自
身
の
抗
体
検

査
の
結
果
も
前
記
の
基
準
値
に
当

て
は
ま
る
人

申
請
期
限　
予
防
接
種
を
し
た
日
か

ら
１
カ
月
以
内

補
助
額　
上
限
５
０
０
０
円

申
請
方
法　
指
定
の
申
請
書
兼
請
求

書（
要
押
印
）、風
し
ん
の
抗

体
検
査
結
果
が
分
か
る
も
の

（
５
年
以
内
の
も
の
）、風
し

ん
の
予
防
接
種
費
用
が
分
か

る
医
療
機
関
の
領
収
書
、風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た

人・日
付・ワ
ク
チ
ン
が
分
か

る
も
の（
予
診
票
の
写
し
な

ど
）、母
子
健
康
手
帳
な
ど

パ
ー
ト
ナ
ー
の
妊
娠
を
確
認

で
き
る
も
の（
男
性
の
み
）、

自
身
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
抗
体

検
査
結
果
が
分
か
る
も
の

（
男
性
の
み
）を
、申
請
期
限

ま
で
に
健
康
課（
昇
町
１
ー

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
）に
提
出
す
る

※
申
請
書
兼
請
求
書
は
、健
康
課
の

窓
口
か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手

で
き
ま
す
。

※
補
助
金
は
、予
防
接
種
を
し
た
人

の
銀
行
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
先　
健
康
課
健
康
増
進
担
当

※
郵
便
申
請
も
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

先天性風しん症候群の予防接種費用を助成します
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051
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総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
工
事
の
工

程
変
更
に
伴
い
、市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
体
育
館
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

が
、平
成
27
年
９
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で（
７
カ
月
間
）使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、温
水
プ
ー
ル
の
地
下
駐
車
場
も

工
事
の
影
響
に
よ
り
、同
期
間
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、新
体
育
館
と
屋
外
施
設
は
、ど
ち

ら
も
平
成
28
年
４
月
に
供
用
開
始
す
る
予

定
で
す
。

工
程
変
更
の
理
由

▽
新
体
育
館
工
事
を
行
っ
て
い
る
最
中
に

地
下
水
が
発
生
し
、工
程
が
３
カ
月
遅

れ
た
た
め

▽
外
構
工
事
に
伴
い
、旧
体
育
館
を
先
行

解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た

め

体育館などの使用不可期間について
行政管理課 新市民スポーツセンター建設準備担当　☎（584）1111　F（584）1145

３、４歳児の水痘（みずぼうそう）予防接種
　満年齢で３、４歳児の水痘予防接種は３月31日㈫で
終了します。該当する幼児は早めに接種しましょう。
　なお、１、２歳児は、４月以降も従来どおり接種する
ことができます。
　詳しくは、健康課（昇町1-120）か予防接種を実施す
る医療機関に問い合わせてください。
対象　３、４歳の幼児
※過去に水痘予防接種を受けたか水痘にかかったこ

とのある幼児は接種対象外です。
接種場所　各医療機関
接種費用　無料
持ってくるもの　母子健康手帳
問い合わせ先　健康課健康増進担当

☎（501）1134　
F（501）0051

◆工事スケジュール（予定）
　

年 平成27年 平成28年
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

体育館工事

備品搬入

旧体育館他解体

外構・屋外施設工事

体育館・温水プール
地下駐車場使用不可期間

グランドオープン
（供用開始）
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こ
の
春
に
、市
立
小・
中
学
校
に
入
学
す
る
予
定
の
児

童・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、入
学
通
知
書
を
送
り

ま
す
。

　

２
月
１
日
㈰
ま
で
に
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、学

校
教
育
課（
市
役
所
４
階
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
内
で
の
転
居
予
定
や
市
外
へ
の
転
出
予
定
が

あ
る
人
、国・
県
立
や
私
立
の
小・
中
学
校
へ
就
学
す
る
な

ど
通
知
書
で
知
ら
せ
た
学
校
に
支
障
が
あ
る
人
、児
童
の

下
校
時
に
家
の
人
が
不
在
な
ど
で
祖
父
母
の
家
に
近
い
学

校
へ
通
学
さ
せ
た
い
人
、き
ょ
う
だ
い
が
通
学
す
る
学
校

に
通
学
さ
せ
た
い
人
、希
望
す
る
部
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
学
校
に
通
学
さ
せ
た
い
人
な
ど
、入
学
に
関
し
て
相
談

が
あ
る
人
は
、速
や
か
に
学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

市
立
小・中
学
校
日
程

○
小
学
校

▽
卒
業
式　
３
月
18
日
㈬

▽
修
了
式　
３
月
24
日
㈫

▽
始
業
式　
４
月
６
日
㈪

▽
入
学
式　
４
月
10
日
㈮

○
中
学
校

▽
卒
業
式　
３
月
13
日
㈮

▽
修
了
式　
３
月
24
日
㈫

▽
始
業
式　
４
月
６
日
㈪

▽
入
学
式　
４
月
９
日
㈭

市立小・中学校入学通知書を送ります
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

市
立
小・
中
学
校
の
入
学
に
先
立
ち
、

各
小・
中
学
校
で
入
学
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

　
な
お
、小
学
校
会
場
の
み
託
児（
生
後
６

カ
月
以
上
３
歳
以
下
、各
学
校
15
人
、申
込

先
着
順
、無
料
）が
あ
り
ま
す
。希
望
す
る

人
は
、各
学
校
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、社
会
教
育
課（
大
谷
６
ー
24
）へ
氏
名
、

連
絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
入
学
説
明
会
に
つ
い
て

▽
各
小・中
学
校（
別
表
）

▽
学
校
教
育
課

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

○
託
児
に
つ
い
て

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

市立小・中学校入学説明会を行います
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

学校 期日 開始時間 受付開始時間 電話番号
 春日南小学校  １月30日㈮  午前１０時  午前９時３０分 ☎（501）4155
 大谷小学校  １月30日㈮  午後１時  午後０時30分 ☎（573）2922
 春日東小学校  ２月2日㈪  午前１０時  午前９時３０分 ☎（501）0211
 須玖小学校  ２月2日㈪  午前１０時  午前９時３０分 ☎（501）3091
 天神山小学校  ２月2日㈪  午後１時  午後０時30分 ☎（501）4301
 春日北小学校  ２月4日㈬  午前１０時  午前９時３０分 ☎（581）0481
 春日原小学校  ２月5日㈭  午前10時  午前9時30分 ☎（581）2093
 春日西小学校  ２月5日㈭  午前１０時  午前９時３０分 ☎（581）4190
 白水小学校  ２月5日㈭  午前9時20分  午前8時50分 ☎（915）2525
 春日小学校  ２月6日㈮  午前１０時  午前９時３０分 ☎（581）0414
 日の出小学校  ２月6日㈮  午前9時４５分  午前９時15分 ☎（572）4456
 春日野小学校  ２月１３日㈮  午前１０時  午前９時３０分 ☎（593）2002

 春日東中学校  １月21日㈬  午後3時  午後2時30分 ☎（581）1109
 春日南中学校  １月21日㈬  午後1時４0分  午後１時20分 ☎（595）0905
 春日野中学校  １月21日㈬  午後1時45分  午後1時15分 ☎（574）8111
 春日西中学校  １月22日㈭  午後２時  午後１時３０分 ☎（572）7356
 春日北中学校  １月22日㈭  午後３時  午後１時40分 ☎（502）0107
 春日中学校  １月26日㈪  午後２時  午後１時３０分 ☎（581）0461

■平成27年度入学予定者説明会

※春日原小学校・大谷小学校・天神山小学校では、在校生との交流が予定されてい
ますので、入学予定児童同伴で参加してください。
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生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発

見・
早
期
治
療
を
目
的
に
、福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
受
診
票
と
お
知
ら

せ
を
送
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、実
施
医
療
機
関
な
ど
で

早
め
に
予
約
し
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
の
一
覧
表
は
、受
診

票
と
一
緒
に
送
っ
て
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

被
保
険
者
証（
保

険
証
）、受
診
票
、自
己
負
担
金

（
５
０
０
円
）

受
診
期
限　
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

※
受
診
票
を
な
く
し
た
場
合
は
再
発
行

し
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
生
活
習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血
圧
症

な
ど
）で
治
療
中
の
人
は
、受
診
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー

☎（
６
５
１
）３
１
１
１

F（
６
５
１
）３
９
０
１

後期高齢者の健康診査を行っています
国保年金課 医療担当　☎（584）1111　F（584）1141

次
の
よ
う
な
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し

た
場
合
、改
修
後
３
カ
月
以
内
に
申

告
す
る
と
、翌
年
度
の
当
該
家
屋
の
固
定
資

産
税
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

▽
省
エ
ネ
改
修
工
事

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）で
、窓
の
改
修
工
事
、

ま
た
は
こ
れ
と
併
せ
て
行
う
、床
、天
井
、

壁
の
断
熱
工
事
な
ど
、一
定
の
省
エ
ネ
改

修
工
事（
工
事
費
用
50
万
円
を
超
え
る
も

の
）を
行
っ
た
場
合

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）で
、65
歳
以
上
の
人

や
、介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
、

障
が
い
者
の
た
め
の
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事（
指
定
の
工
事
内
容
で
自

己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
）を

行
っ
た
場
合

▽
住
宅
耐
震
改
修
工
事

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る
住
宅

で
、現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
、耐
震

改
修
工
事（
工
事
費
用
50
万
円
以
上
）を

行
っ
た
場
合

※
詳
し
い
要
件
や
必
要
な
書
類
な
ど
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

家屋の固定資産税減額措置について
税務課 資産税担当　☎（584）1111　F（584）1141

入
札
参
加
資
格
が
な
い
事
業
者
で
も
、

市
が
発
注
す
る
業
務
の
う
ち
、少
額

の
も
の
に
限
り
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
少

額
契
約
登
録
を
行
い
ま
す
。

　

登
録
に
は
、市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
申
請
要

項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
す
る
事
業
者
は
、次
の
と
お
り
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
一
般（
指
名
）競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
と
重
複
し
て
少
額
契
約
登

録
申
請
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
要
項
と
指
定
様
式
は
、１
月
15
日
㈭
以
降
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

対
象
事
業
者　

市
内
に
本
店
を
有
す
る
法

人
、市
内
に
住
所
と
本
店
を
有
す
る

個
人
事
業
者

対
象
業
務

▽
工
事
ま
た
は
修
繕（
１
３
０
万
円
以
下
）

▽
物
品
な
ど
の
購
入（
80
万
円
以
下
）

▽
役
務
な
ど（
50
万
円
以
下
）

有
効
期
間　
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日

申
請
方
法　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
、郵

送
か
直
接
財
政
課
窓
口（
市
役
所
５

階
）で
必
要
書
類
を
提
出
す
る

※
登
録
し
て
も
、必
ず
見
積
依
頼
や
発
注
が

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
請
先　

財
政
課
契
約
担
当（
〒
816
ー
８
５ 

０
１
春
日
市
役
所
）

平成27年度少額契約登録の申請を受け付けます
財政課 契約担当　☎（584）1111　F（584）1145
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市嘱託職員を募集します

業務内容　中学校給食の献立作成、調理指示、衛生管理指
導、生徒への給食指導、物資の発注など

対象　管理栄養士の資格と普通自動車免許を有し、次のい
ずれかに該当する人

▷学校栄養職員の経験がある
▷大量調理施設（1回300食以上または1日750食以上を提
供する施設）での献立作成、全般的な衛生管理の経験があ
る
任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合あり）
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時45分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　学校教育課（市役所4階）
報酬　月額18万4000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　書類審査、面接（2月16日㈪）
応募方法　2月9日㈪（必着）までに、履歴書と管理栄養士の
資格の写しを提出する（郵送可）

応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役所）

業務内容　ファミリー・サポート・センターで、おねがい会
員、まかせて会員、どっちも会員の援助活動のコーディ
ネート、会員に対する講習会などの実施、子育て支援セ
ンターで行う事業での遊びの提供など

対象　保育士資格かそれに準ずる資格、知識を有していて、
普通運転免許（ＡＴ限定可）を持っている人

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（１年間）
勤務日数　週５日
勤務時間　午前8時30分〜午後5時のうち7時間30分（途
中45分の休憩あり）

勤務場所　子育て支援センター（須玖南2ｰ120すくすくプ

ラザ内）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費なし）

募集人員　1人
選考方法　１次：書類選考・作文、2次：面接（2月17日㈫予
定）

応募方法　2月3日㈫（必着）までに、履歴書、保育士証の写
し（該当者のみ）、作文（「私が思う子育て支援とは」800
字程度）を提出する（郵送可）

応募先　子育て支援課子育て支援担当（〒816ｰ0863須玖
南2ｰ120）

業務内容　ひとり親家庭などを対象とした、自立に必
要な情報提供、相談などの支援や奨学金などの貸
付業務など

対象　福祉業務または相談業務の経験があり、簡単な
パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（更新の場合
あり）

勤務日数　週4日（水曜日・祝日を除く平日）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時のうち7時間30分
（途中60分の休憩あり）

勤務場所　市こども未来課（市役所2階）
報酬　月額14万7000円程度（有給休暇・社会保険あ
り、賞与・交通費なし）

募集人員　1人
応募方法　1月30日㈮（必着）までに、履歴書と返信用
封筒（82円切手貼付、表面に住所、氏名を記入）を
提出する（郵送可）

※応募多数の場合は書類選考を行うことがあります。
応募先　こども未来課母子児童担当（〒816ｰ8501春
日市役所）

ファミリー・サポート・センターアドバイザー（嘱託）

中学校栄養職員（嘱託）

母子父子自立支援員（嘱託） ４
月
１
日
か
ら
勤
務
す
る
市
の
嘱
託
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（584）1111 F（584）1153

問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当
（584）1010 F（584）7739

問い合わせ先　こども未来課母子児童担当
（584）1111 F（584）1115
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業務内容　春日市少年少女合唱団、音楽アウトリーチ事業
（出張演奏）、その他音楽を中心とした事業の企画・運
営・実施など

資格　音楽大学か大学音楽学部を卒業した人（平成27年3
月末卒業見込みの人も含む）

任用期間　4月1日〜平成28年3月31日（1年間更新の場合
あり）

勤務日数　週５日（土日勤務あり、週休日は月曜日と他1
日）

勤務時間　午前８時30分〜午後９時30分のうち7時間30
分（途中1時間の休憩あり）

勤務場所　ふれあい文化センター（大谷6ｰ24）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　１次：書類審査、2次：面接（日程は後日連絡）
応募方法　2月1日㈰（必着）までに、履歴書、卒業（見込み）
証明書、手書きのＰＲ文（テーマ｢文化芸術について｣、
400字以上800字以内）を提出する（郵送可）

応募先　文化振興課事業担当（〒816ｰ0831大谷6ｰ24）

音楽事業企画専門員（嘱託） 問い合わせ先　文化振興課事業担当
（584）3366 F（501）1669

年
金
所
得
者
や
給
与
所
得

者
を
対
象
と
し
た
、還

付
の
た
め
の
確
定
申
告
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

設
置
期
間　
１
月
27
日
㈫
〜
30

日
㈮

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
30
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東

棟
５
階
５
０
８
研
修
室

Ａ
Ｂ（
原
町
３
─
１
─

７
）

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
税
務
署

☎（
９
２
３
）１
４
０
０

※
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
へ
は
問

い
合
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

年金所得者、給与所得者の還付申告を受け付けます
税務課 市民税担当　☎（584）1111　F（584）1141

国民年金保険料は社会保険料控除の対象です
　平成26年1月から12月までに納めた国民年金保険
料や国民年金基金の掛け金は、その年の所得税や市民
税・県民税の社会保険料控除の対象になります。確定
申告の際は、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書
または領収証書が必要です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、平成
26年11月に送付しています。ただし、平成26年10月1
日以降に初めて納付した人は、2月に送付します。
　紛失などで再発行が必要な場合は、専用ダイヤルか
年金事務所へ問い合わせてください。
問い合わせ先　
○日本年金機構ねんきん定期便・ねんきんネットなど
専用ダイヤル（開設期間／ 3月16日㈪まで）

　☎0570（058）555

　※自動音声案内に従って「3」を押してください。
受付時間　

　▷月〜金曜日（午前9時〜午後7時）
　▷第2土曜日（午前9時〜午後5時）

※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日㈪から1月3
日㈯までは利用できません。

※「050」から始まる電話でかける場合は、☎03
（6700）1144にかけてください。

○南福岡年金事務所
　☎（552）6128
　F（541）7649



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

前市社会福祉協議会会長

障害者自立更生等厚生労働大臣表彰
　金

かなどう
堂正

まさよし
芳さん（前市社会福祉協議会会長）が、第64回障害者自立更生等厚生

労働大臣表彰を受賞し、昨年12月12日、その報告に市役所を訪れました。
　同表彰は、自らの障がいを克服、自立更生して、他の障がいのある人の模範
となる人などに授けられます。金堂さんは、農作業中に機械に右手を挟まれ、身体障がい者の認定を受けましたが、明る
い性格と努力で乗り越えてきました。また、市身体障害者福祉協会会長と、昨年7月までは市社会福祉協議会会長を兼
任し、市民福祉の向上と福祉のまちづくりに貢献。これらの活動が評価され今回の受賞となりました。
　市長は「長年の功績のたまものですね。大変すばらしいです」と祝辞を述べ、金堂さんは「いろんな人たちにお世話に
なって長年続けてくることができました。元気なうちにいただけて大変ありがたいです」と感謝を述べました。

受
賞
の
喜
び
を
市
長
に
報
告
す

る
金
堂
会
長（
右
）

　　　　

　昨年11月29日、春日南中学校で、地域の人たちと学びあう「なんちゅうカレッジ」、

体育館で「夢満開講座」、バザーが同時に開催されました。

　夢満開講座では、車いすマラソン選手の副
そえじま
島正
まさずみ
純さんを招き講話。副島さんは若いと

きに父の鉄工所の仕事を手伝っていた際に鉄板が落下し、足に障がいを負いました。そ

の後、自分にできることを模索した結果、車いすアスリートの道を目指すことに。自身の経験を踏まえ、夢を持つこと

の大切さを生徒に語り、生徒たちは副島さんの話に真剣に聞き入っていました。

　午後からは吹奏楽部の演奏。妖怪ウォッチなどの楽しい演奏に、生徒からはアンコールの声も飛び出しました。

　その後、お腹をすかせた生徒たちは保護者の手作りカレーやおでんなどの出店を思い思いに回りました。天気にも

恵まれ、近隣の皆さんも多数参加した大変にぎやかなイベントになりました。	 （広報レポーター　日
く さ か べ
下部未

み か
花）

なんちゅうカレッジ・夢満開講座・南中バザー

夢満開講座で副島さんの話に
聴き入る生徒たち

平成26年12月３日〜９日

障がい者週間
　障がい者週間の一環で、昨年12月３日に西鉄春日原駅やJR春日駅・大
野城駅でリーフレットと啓発物品（ミニペン立て、香袋）の配布を行いま
した。これらの配布物は、いずれも市内で就労支援を行っている事業所に
通う障がいのある人が製作に関わったものです。当日は、市長をはじめ教育長、障がい者関連団体会員、社会福祉協議会
職員、市職員が啓発活動に参加し、障がい者福祉への関心と理解を深めてもらえるよう呼び掛けました。
　また、６日には、市社会福祉センターで障がいのある子もない子も一緒に活動している「劇団きらきら」児童部による
演劇を上演しました。当日は85人の来場があり、懸命に演じる劇団員の姿に感動の声が多くあがりました。
　７日には、大谷小学校グラウンドで、市身体障害者福祉協会主催による障がい者スポーツ大会を開催。身体障がいの
ある人とグラウンド・ゴルフ協会会員、スポーツ少年団やボーイスカウトの子どもたちが一緒になって、汗を流しなが
らグラウンド・ゴルフを楽しみました。

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
を
上
演
す
る

劇
団
き
ら
き
ら
の
団
員
た
ち
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イ
ベ
ン
ト

初
心
者
の
た
め
の

野
鳥
観
察
会

　
た
め
池
が
多
い
春
日
市
に
は
冬
に
渡

り
鳥
が
飛
来
し
、た
く
さ
ん
の
野
鳥
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
心
者
の
た
め
の
観
察
の
方
法
な

ど
、専
門
家
が
解
説
し
な
が
ら
野
鳥
を

観
察
し
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
１
月
31
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
１
時（
少
雨

決
行
）

場
所　
白
水
大
池
公
園（
下
白
水
２
０ 

９
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

１
月
15
日
㈭
〜
23
日
㈮

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
を
知
ら
せ
ま

す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

g
a

.
fukuoka.jp

春
日
市
墨
遊
会

水
墨
画
作
品
展

　
同
会
会
員
の
１
年
間
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

２
月
19
日
㈭
〜
３
月
５
日
㈭

（
３
月
２
日
㈪
を
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
作
品

展
示
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
会　
國こ

く
し
ょ
う生

☎（
５
７
４
）１
１
７
８（
F
兼
用
）

子
育
て

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人

（
お
ね
が
い
会
員
）と
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）が
支
え

あ
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が
い
会
員
に
な

る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、託
児
も
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
と
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
２
月
22
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

２
階
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

※
託
児
室
は
、旧
館
１
階
集
会
室
Ａ
で

す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
、横
２・
５
㎝
）、印
鑑

（
認
め
印
）、筆
記
用
具

託
児　
生
後
３
カ
月
以
上（
無
料
、先
着

20
人
）

申
込
方
法　
１
月
15
日
㈭
〜
２
月
13
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町

１
ー
１
２
０
）、す
く
す
く
プ
ラ
ザ

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）に
チ
ラ
シ
も

置
い
て
い
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
会

　
子
ど
も
の
成
長
に
伴
い
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
乳
幼
児
期
の
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
の
会
員
と
市
民

が
対
象
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
16
日
㈪

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

演
題　
「
乳
幼
児
の
食
事
」〜
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
〜

講
師　
平ひ

ら
や
ま山
智と
も
こ子
さ
ん（
管
理
栄
養
士
）

定
員　
30
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
１
月
15
日
㈭
〜
２
月
６
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

参
加
者
募
集

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、毎
月
、生

後
２
カ
月
か
ら
６
カ
月
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、お
出
掛
け
デ

ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
の
親
子
同
士
で
、交

流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
平
成
26
年
８
月
〜
11
月
生
ま
れ

の
初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
で
、２
日
間
と
も

参
加
で
き
る
人

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児・
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　
２
月
４
日
㈬
、18
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

１
月
16
日
㈮
〜
31
日
㈯

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、生
年
月
日
、居
住
地

区
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111



14市 報 か す が
平成27年1月15日

※
詳
し
く
は
、ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ

フ
応
援
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.ecofukuoka.jp/

）を
見
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

内
容

▽
県
か
ら
郵
送
さ
れ
る
宣
言
証（
ス
ト

ラ
ッ
プ
）を
持
っ
て
協
賛
企
業
の
店

に
行
く
と
、割
り
引
き
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る

▽
12
〜
２
月
の
電
気
使
用
量
を
県
に
報

告
し
、前
年
比
削
減
で
き
た
人
や
契

約
種
別
ご
と
の
平
均
的
電
気
使
用
量

を
下
回
っ
た
人
に
、抽
選
で
達
成
賞

が
当
た
る

申
込
方
法　

３
月
10
日
㈫
ま
で
に
、

宣
言
書（
チ
ラ
シ
）を
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
提
出
す
る
か
、ふ
く

お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
登
録
す
る（
携
帯

電
話
か
ら
も
申
し
込
み
可
）

※
宣
言
書（
チ
ラ
シ
）は
、県
環
境
保
全

課（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー

７
）、市
環
境
課（
市
役
所
３
階
）窓
口

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
県
環
境
保
全

課
地
球
温
暖
化
対
策
係

☎（
６
４
３
）３
３
５
６

F（
６
４
３
）３
３
５
７

chikyu@
pref.fukuoka.lg.jp

相　

談

相
談
し
て
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で
、専

門
の
医
師
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。本
人

以
外
で
家
族
の
人
の
み
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
が
必
要
で

す
。

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
不
眠
、気
に
な
る

言
動
、精
神
科
治
療
を
中
断
し
て
い

る
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

○
ア
ル
コ
ー
ル
相
談（
精
神
保
健
福
祉

相
談
と
同
時
開
催
）

お
酒
を
や
め
た
い
、や
め
さ
せ
た
い

と
い
う
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２・４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

○
思
春
期
相
談

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
思
春
期

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
４
金
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
同
事
務
所（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
）

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　
示
談
書
、損
害
賠
償
請
求
書
の
作
成

や
保
険
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。直
接
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
17
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
福
岡
県
行
政
書
士
会
館（
福
岡

市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
２
ー
31
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
行
政
書
士
会

☎（
６
４
１
）２
５
０
１

F（
６
４
１
）２
５
０
３

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
が
気

に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩

み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

日
時　
１
月
28
日
㈬
、２
月
４
日
㈬
、18

日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

環　

境

冬
の
ふ
く
お
か

省
エ
ネ・節
電
県
民
運
動

　
県
は
、省
エ
ネ
や
節
電
に
取
り
組
む

県
民
や
事
業
所
を
支
援
す
る
、冬
の「
ふ

く
お
か
省
エ
ネ・節
電
県
民
運
動（
検
針

票
を
見
て
み
よ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
の
電
気
の
検
針
票
を
見
て
電
気

使
用
量
を
把
握
し
、前
年
や
前
月
と
比

較
す
る
こ
と
で
、省
エ
ネ
や
節
電
の
意

識
を
向
上
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

緊
急
時
、慌
て
ず
焦
ら
ず「
１
１
０
番
」

　
「
１
１
０
番
」は
、１
分
１
秒
を
争

う
事
件
や
事
故
を
警
察
に
知
ら
せ
る

緊
急
通
報
電
話
で
す
。県
内
か
ら
の

１
１
０
番
通
報
は
、全
て
県
警
本
部

（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
１
１
０
番
通
報
を
す
る
と
き
は
、

場
所
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。地
番
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

近
く
の
信
号
や
交
差
点
、バ
ス
停
、店

舗
な
ど
、目
標
に
な
る
も
の
の
名
称

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。目
標
と
な

る
建
物
な
ど
が
見
当
た
ら
な
い
場
合

は
、電
柱
番
号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
１
１
０
番
通
報
す
る
と
、同
時
進

行
で
無
線
連
絡
を
受
け
た
警
察
官
が

現
場
に
向
か
い
ま
す
。

　
落
ち
着
い
て
警
察
官
の
質
問
に
答

え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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の
午
前
９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
、抽

選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
ハ
ガ
キ
で

知
ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、２
月
17
日
㈫
か
ら
23
日

㈪（
21
日
㈯
、22
日
㈰
を
除
く
）ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
の

間
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

募　

集

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」報
告
会

　
県
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
、地
域
や
企
業
な
ど
で
活
動
し

て
い
る
女
性
を
海
外
に
派
遣
す
る
福
岡

県
女
性
海
外
研
修
事
業「
女
性
研
修
の

翼
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
第
31
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、11
月

9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
7
日
間
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
、男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
連
邦
政
府
機
関
や
民
間

企
業
、女
性
の
起
業
や
自
立
支
援
を
行

う
団
体
の
視
察・交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
内
２
カ
所
で
そ
の
報
告
会
を
行
い

ま
す
。参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、各
開
催
日

の
10
日
前
ま
で
に
事
務
局
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
福
岡
地
区　

日
時　
２
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
Ｂ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

○
北
九
州
地
区

日
時　
２
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
ム
ー
ヴ
５
階
大
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム（
北
九
州
市

小
倉
北
区
大お

お
て
ま
ち

手
町
11
ー
４
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
女
性
海
外
研
修
事

業「
女
性
研
修
の
翼
」実
行
委
員

会
事
務
局（
福
岡
県
新
社
会
推

進
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課

内
）

☎（
６
４
３
）３
３
９
１

F（
６
４
３
）３
３
９
２

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
、再
利
用

で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
自
転
車（
約

30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具
類（
約
１
０
０

点
）な
ど
を
展
示
し
、譲
渡
や
販
売（
自

転
車
の
み
）を
し
ま
す
。

　
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
す
る
人
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
春
日
市
、大
野
城
市
に
住
ん
で

い
る
人

展
示
期
間　

２
月
３
日
㈫
〜
８
日
㈰

（
７
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
同
プ
ラ
ザ
で
申

込
書
を
受
け
取
り
、必
要
事
項

を
記
入
し
た
後
、持
参
し
た
郵

便
ハ
ガ
キ（
52
円
、表
面
に
申
込

者
の
住
所
と
氏
名
を
記
入
、裏

面
が
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に

提
出
す
る

※
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
と
ス
チ
ー
ル
家

具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
全
て

無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
１
台
２
０
０
０
円（
税
込

み
）で
、別
途
、防
犯
登
録（
登
録
料

５
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、前
回
の
当

選
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
た
人
が
対

象
で
す
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、２
月
12
日
㈭

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

　１年で最も寒くなる時期を、省エネ
しながらも、ちょっとした工夫で快適
に過ごす方法を紹介します。
○食事で温かく

　朝食をしっかり食べましょう。朝
起きた後の体温上昇には朝食が大
切です。朝食を食べる時間がない
ときは、温かいスープだけでも飲
みましょう。
　また、大根やニンジンなどの根
菜類、ショウガやニンニクなどの香
味野菜、みそやチーズなどの発酵
食品には、体を温めてくれる効果が
あります。
○鍋を囲んで暖をとる

　家族みんながばらばらの場所で
過ごすと、家族の人数だけ照明や
暖房が必要になります。みんなで
１カ所に集まれば、照明や暖房も１
つで済み、鍋をつついて楽しむこと
で、体も室内も温まります。
　また、鍋は冬が旬の野菜をたっぷ
りと食べることができるので、栄養
がたくさん取れ、一石二鳥です。
○衣類に工夫を

　寒くないように厚手の靴下を履
いたり、カーディガンをはおったり
と、省エネのため暖房の設定温度
を１度下げる前に、暖かく過ごす工
夫をしてみましょう。注目点は、３つ
の首（首、手首、足首）です。これら
は皮膚が薄いため、温めるとその
皮膚の下に流れる血液も同時に温
まります。その血液が体全体に流
れることで、体全体が温まると考え
られています。
　省エネを意識しすぎるあまり、我
慢をして体調を崩しては本末転倒
です。インフルエンザなどにも注意
しながら、無理のない範囲で取り
組みましょう。
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福
岡
県
立
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る

と
と
も
に
、基
礎
的
な
言
語
力
を
育
て
、

心
身
の
調
和
的
発
達
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
同
校
幼
稚
部
の
平
成
27
年
度

入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、聴
覚

に
障
が
い
が
あ
る
幼
児

※
４
、５
歳
児
の
受
け
付
け
も
行
っ
て

い
ま
す
。

募
集
期
間　
２
月
２
日
㈪
〜
９
日
㈪
正
午

入
学
選
考
日　
２
月
20
日
㈮

選
考
結
果
発
表
日　
３
月
５
日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校　

梶か
じ
た
に谷（
〒 

814
ー
０
０
２
１
福
岡
市
早
良
区

荒あ
ら
え江
３
ー
２
ー
１
）

☎（
８
２
１
）１
２
１
２

F（
８
２
２
）９
８
６
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

生
徒・受
講
者
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
は
、各
種
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
や
内
容
な
ど
、詳
し
く
は

無
料
の
案
内
書
を
請
求
し
て
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

受
講
科（
課
程・講
座
）、履
修
年
数

▽
広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

普
通
科

３
年（
転
編
入
あ
り
）

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

１
〜
２
年

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講
座

３
カ
月
〜
１
年（
講
座
に
よ
り
異
な

る
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１

０
１
２
０（
０
６
）８
８
８
１

F
０
４
２（
５
７
４
）１
０
０
６

http://w
w

w
.n-gaku.jp/

そ
の
他

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

　
各
大
学
、大
学
院
、短
期
大
学
別
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、希
望
す
る
大
学

の
教
職
員
が
講
義
内
容
や
学
習
方
法
、

受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。申
し
込
み
は
不

要
で
、途
中
の
入
退
場
も
自
由
で
す
。

　
参
加
校
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

る
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
uce.or.jp/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
一
般
、高
校
生

日
時　
２
月
22
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
９
階
Ｊ
Ｒ
九

州
ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区
博は

か

多た
え
き
ち
ゅ
う
お
う
が
い

駅
中
央
街
１
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

F
０
３（
５
８
０
３
）９
９
３
９

食のワンポイント

高
血
圧
に
注
意
〜
春
日
市
民
の
健
康
状
況
か
ら
〜

　しょうゆは、大豆と小麦に種こうじ
を加えこうじを作り、そこに食塩水
を加え発酵させてできた「もろみ」
を搾って、加熱殺菌したものです。
　Ｊ

ジ ャ ス
ＡＳ規格では「濃口、淡

うすくち
口、たま

り、再仕込み、白」に分類されてい
ます。塩分濃度は、濃口が約16％、
淡口が18％です。減塩しょうゆは
塩分が50％ほど減らされており、
妊娠、高血圧などで塩分を制限し
ている人や塩分を控えたい人にお
すすめです。その他、だしの風味を
生かした、減塩でもおいしいだし割
りしょうゆもあります。用途や好み
に合わせおいしく健康的にしょうゆ
と付き合いましょう。

　

市
の
健
康
づ
く
り
の
指
針「
第
２

期
い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支

援
計
画
」に
基
づ
き
、医
療
状
況
や
健

診
結
果
の
評
価
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、次

の
よ
う
な
傾
向
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
主
な

入
院
原
因
と
し
て
、脳
血
管
疾
患
や

心
疾
患
が
急
増
し
て
い
ま
し
た（
平

成
25
年
度
対
前
年
度
比
）。

　
ま
た
、平
成
25
年
度
市
特
定
健
診

の
結
果
か
ら
、他
市
と
比
較
し
て
、血

圧
や
脂
質
の
値
が
高
い
人
が
多
く
、

血
圧
が
高
く
て
も
治
療
し
て
い
な
い

人
が
半
数
以
上
い
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

　
高
血
圧
や
高
脂
血
症
は
放
置
す
る

と
、自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
動
脈
硬

化
が
進
行
し
、脳
血
管
疾
患（
脳
梗
塞

や
脳
出
血
）や
心
疾
患（
狭
心
症
、心

筋
梗
塞
）を
発
症
し
、死
亡
や
寝
た
き

り
の
原
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
は
気
温
差
が
激
し
く
、

特
に
血
圧
が
上
が
り
や
す
い
で
す
。

自
分
の
普
段
の
血
圧
値
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。血
圧
が
高
い

状
態（
最
大
血
圧
１
６
０
最
小
血
圧

１
０
０
以
上
）が
続
く
場
合
は
、か
か

り
つ
け
の
内
科
か
循
環
器
科
医
院
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
際
、測
定
し

た
血
圧
値
を
記
入
し
た
も
の
を
持
参

す
る
と
診
察
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
を
維
持
し
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
は
、増
え
続
け
る
医
療
費
を

抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、血
圧
測
定
や
血
液
検
査
の

あ
る
特
定
健
診
を
受
け
、早
期
発
見・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

普
段
か
ら
、塩
分
や
脂
肪
の
取
り
過

ぎ
に
注
意
し
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適

度
な
運
動
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆本年1月、初孫が初誕生を迎え、歩き始め
るのが楽しみな今日このごろ。しかも今年
は年男で二重の喜びですが、責任もあり
神妙な気持ちの新年です。両家族皆が健

康で平穏無事であれば良いと思います。
公園の近くに畑を持ち、野菜や花を作って
いますが、通りすがりの人の足を止めさせ
るいたずら好きの老人役を今年も演じ続
けたい。（春日七郎）

◆昨年は慌ただしい1年で、ただただ目の前
のことをこなすのが精一杯で、自身の健康

管理など考える余裕もありませんでした。
今年は生活スタイルを見つめ直し、家族の
ため、自分のため、バランスのとれた食生
活の改善など、”健康管理”に留意した1年
にしたい。（健康一番）

◆今年はもっとひとつひとつを楽しめるよう
にしたい。（社会人1年目）

「今年の抱負」

次回（3月15日号）掲載のお題は「最近はまっていること」（2/10(火)〆切）。投稿は、ハガキ、メール、ファックスで、
〒816-8501春日市役所広報担当「読者のつぶやき」コーナー係　F（584）1142　 koho@city.kasuga.fukuoka.jpまで。
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あ
っ
と
い
う
間
に
平
成
26
年

が
終
わ
り
、27
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。去
年
の
今
頃
は
、卒
業
論
文
に

追
わ
れ
て
い
た
な
あ
と
、懐
か
し

く
感
じ
て
い
ま
す
▼
私
の
卒
論
の

テ
ー
マ
は「
ク
リ
ー
シ
ェ
」と
い

う
、な
ん
と
も
聞
き
な
じ
み
の
な

い
言
語
表
現
に
つ
い
て
で
し
た
。

ク
リ
ー
シ
ェ
と
は
、慣
用
句
や
決

ま
り
き
っ
た
表
現
を
意
味
し
、一

時
は
広
く
流
行
り
使
わ
れ
て
い

た
も
の
が
、時
代
の
流
れ
と
と
も

に
廃
れ
、使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。私
の

お
気
に
入
り
の
ク
リ
ー
シ
ェ
に
”

I

イ
ッ

t's

ツ a

ア p

ピ
ー
ス

iece o

オ
ブf c

ケ
ー
ク

ake

”
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、直
訳
す
る
と

「
一
切
れ
の
ケ
ー
キ
」と
な
り
ま
す

が
、実
は「
楽
勝
だ
よ
！
」と
い
う

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す（
由
来
は

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
）▼
仕
事

も
私
生
活
も
、楽
勝
だ
よ
、と
言
え

る
に
は
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
で
す

が
、今
年
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
え

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県司法書士会福岡南支部　春日市社協無料法律相談
　☎（581）7225　第1・4水曜日／13時〜16時（1組30分）／市社会福祉協議会
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は18
時〜20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

認定こども園かすが愛育センター
○かすが愛育センターはこんなところです
　定員50人の小規
模な園なので、年齢
の違う友達はきょう
だい、保育士はお父
さん、お母さん役、そ
れにおじいちゃん、
おばあちゃん役もいて、園での生活はまさしく「大家族」
のようです。けんかもたくさんします。その経験を大切に
しながら、「ごめんね」と「ありがとう」が言えるよう、どん
な小さな子どもでも一人一人自立ができるよう、日々の
保育を行っています。時に厳しく、時に優しく、見守り、支
え、一緒に楽しく過ごしています。

○かすが愛育センターの特色
かすが愛育センターは、隣接する体育館を活用して、体育

指導にも力を入れて
います。毎朝、体育遊
具でたくさん体を動
かすサーキット遊び
を行い、心も体も活性
化し、その日の主な活
動に入っていきます。
　現在は、2月に九電体育館で行う体操発表会に向けて、
力を合わせて練習しています。
　1年を通して、さまざまな行事や活動の中で「失敗は成
功のもと」と挑戦し、「やったね」、「できたね」という達成
感をたくさん味わってほしいと思います。子どもも大人
も、「ワクワクドキドキ」の経験が一番です。
※音楽コンサートや観劇会など、地域の人が参加できる
行事もあります。気軽に問い合わせてください。

み
ん
な
で
協
力
し
て
木
の
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
園
児

■こども未来課 保育所担当
　☎（584）1111　F（584）1115
■認定こども園かすが愛育センター
　☎（582）7595　F（581）7916

発
表
会
で
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
も
ら
い
ま
し
た
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４
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７
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春
日
市
に
な
る
前
の
春
日
村
は
、明
治
か
ら
昭
和
の
は
じ
め

頃
ま
で
、全
域
で
蚕か

い
こ

の
繭ま

ゆ

か
ら
絹
糸
を
取
る
養よ

う
さ
ん蚕
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）に
は
、春
日
村

の
２
９
５
戸
の
農
家
が
、年
間
で
５
７
１
４
貫か

ん（
約
21
ト
ン
）、

１
０
０
０
万
個
以
上
の
繭
玉
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

　
養
蚕
を
春
と
秋
の
２
回
行
っ
て
い
た
春
日
村
で
は
、朝
早
く

か
ら
子
ど
も
も
大
人
も
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
葉
を
摘
み
に
、桑

畑
へ
出
掛
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

摘
み
取
っ
た
桑
は
蚕
の
成
長
に
合
わ
せ
て
細
か
く
刻
ん
だ

り
、葉
の
つ
い
た
枝
の
ま
ま
与
え
た
り
し
ま
し
た
。今
回
紹
介
す

る
竹
バ
ラ
と
給き

ゅ
う
そ
う
だ
い

桑
台
は
、蚕
に
桑
を
与
え
、食
べ
残
し
や
ふ
ん
を

効
率
よ
く
掃
除
す

る
た
め
の
道
具
で

す
。掃
除
の
後
に
残

る
蚕こ

く
そ糞
は
捨
て
ず

に
集
め
、肥
料
や
漢

方
薬
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
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養蚕に使用されていた給桑台


